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通称名 車両型式 エンジン型式 適用時期 出典資料

NBOX 

N BOX Custom 

DBA-JF1 

DBA-JF2 
S07A 2011.12 ~ 

サービスマニュアル

N-BOXシャシ整備編・構造編・ ボデ←編

(60TYODOO) 

工ンジン電子制御装置の構造・機能及び故障診断

1 概要

NBOXに搭載された， S07A型エンジンは次の特徴がある。

・エンジン本体の基本構造は，直列3気筒0.66L横置き水冷式で4パルプ，自然吸気とタ}ボ・チャージャ仕

様の2タイプがある。

・パルプ駆動方式は， DOHC式でインレット側にVTC機構を備えており，高出力と低燃費，低排出ガス性能

を実現している。

-環境性能は，自然吸気，ターボ車とも「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」を達成している。

1) 主要諸元

エンジン型式 S07A 

エンジン種類・ シリンダ数及び配置 水冷直列3気筒横置

弁機構 DOHCチェーン駆動吸気2 排気2

総排気量(L) 0.658 

内径×行程(mm) 64.0 x 68.2 

燃焼室形式 ペントループ

パルプ可変機構 可変パルブ・ タイミ ング

自然吸気 11.2 
圧縮比

ターボ 9.2 

燃料供給方式 電子制御燃料噴射式(ホンダPGM-FI)

最高出力(kw/)
自然吸気 4317300 

ターボ 47/6000 

自然吸気 65/3500 
最大トルク (N.m/rpm) 

ターボ 104/2600 

使用燃料 無鉛レギュラ ・カ、ソリン
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2 構造・機能

1 ) 構成部品の配置

(1 ) システム全体配置図(図ー1)

吸気圧カセンサパ磁気温度センサ TDCセンサ
ECU(エレクトロ三ツク・
コントロール・ユヱット}

クランク・センサ

図-1 システム全体配置図
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(2) システム図(図ー2)

-大気

吸気圧力センサ
/吸気温度センサ

¥ ノック・センサ

喝、オイル・プレッシャ・センサ

図-2 システム図

2) 構成部品の構造・機能

(1 ) 構成部品の機能概要

〈センサ系統〉

名 称 機 音色

TDCセンサ
MR素子を使用し，カムシャフドのパルサ ・ロータの回転により発生する磁気変化を
パルス電圧に変換する。 ECUはこの信号をもとにTDCの検出と気筒判別を行う。

MR素子を使用し，クランクシャフ トのパルサ・ロ)タの回転により発生する磁気変
クラ ンク・センサ 化をパルス電圧に変換する。 ECUはこの信号をもとにクランク角度の検出やエンジ

ン回転速度を算出する。

吸気温度七ンサ
サ」ミスタを使用し，温度による抵抗変化を電圧に変換している。 ECUはこの信号
をもとに吸入空気温度を検出する。

シリコン ・チップ(ピニゾ抵抗素子)を使用し，圧力により変化する電気抵抗を電圧の

吸気圧力七ンサ 変化に変換する。 ECUはこの信号を もとにインテーク ・マニホ←ルドの圧力を検出
する。

ノック ・センサ
圧電素子のピエゾ効果を利用して， 衝撃の強さに比例した起電力をECUが検出して
いる。ECUはこの信号からノッキング状態を検出する。

LAFセンサ
ジルコニア素子を使用し 酸素濃度によりリニアに変化する電流をECU内で電圧に

(リニア・エアー・フューエル・レシオ)
変換して検出している。 ECUはこの信号をもとに排気ガス中の酸素濃度をリニアに
検出する。

ジルコニア素子を使用し酸素濃度によりリ発生する起電力をECUが検出している。
セカンダリ02センサ ECUはこの信号をもとに排気ガス中の酸素濃度が理論空燃比に対し濃いか，薄いか

を検出している。

ホール素子を使用した半導体式で，スロッドル ・パルプに取り付けられた磁石の回転

スロットル開度センサ112 変化をホ」ル素子で電圧に変換している。ECUはセンサ112の2系統の信号からス
ロットル開度を検出している。

アクセル ・ペダル ・ポジション ・セン
ホール素子を使用した半導体式で，アクセル ・ペダル ・シャフト部に取り付けられた

サ1/2
磁石の回転変化をホール素子で電圧に変換している。ECUはセンサ112の2系統の信
号からアクセル ・ペダルの踏み込み量を検出している。
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名称 機 自E

エンジン水温七ンサ
サ←ミ スタを使用し，温度による抵抗変化を電圧に変換している。ECUはこの信号
をもと にエンジン冷却水温度を検出する。

ELD 
ホ ル素子を使用した半導体式で，リレー・ ボックス内のメイ ン・ ヒューズの負荷側

(エレクトリカル ・ロ←ド・ディティクタ)
に取り付けられ，電流の変化量を電圧に変換している。 ECUはこの信号をもとに電
気消費量を検出している。

〈アクチュ工ータ系統〉

名称 機 古島

フューエル ・イ ンジェクタ PGM-FI.ECUからの信号をもとに燃料を噴射する。

イグニション ・コイル PGM-FI.ECUからの信号をもとに，点火を行う。

VTC油圧バルブ PGM-FI.ECUからの信号をもとに，VTC作動油圧を制御する。

スロットル ・アクチュエータ PGM-FI'ECUからの制御(PWM)信号をもとに，スロットル・バルブの開閉を行う。

ノTージ ・コントロール・パルプ PGM-FI'ECUからの制御信号をもとに，パージ ・ニアの導入量を制御する。

LAFセンサ・ ヒータ PGM-FI.ECUからの制御信号をもとに， LAFセンサを暖め活性化させる。

O2センサ・ヒータ PGM-FI.ECUからの制御信号をもとに， O2センサを暖め活性化させる。

PGM-FIメイン・リ レーl
イグニション ・スイ ッチのON/OFFにより， PGM -FI . ECUへの電源供給を ON/
OFFずる。

PGM-FIメイン・リレー2
PGM-FI. ECUからの信号をもとに， ブユ←エル ・ポンプへの電源供給をON/OFF
する。

スタ←タ・ カット・ リレ←I
PGM-FI' ECUからの信号をもとに，スタータ・カット ・リレーlへの電源供給を
ONlOFFする。

スタータ・カッ ト・リ レー2 PGM-FI.ECUからの信号をもとに，スタータ・モータへの電源供給を ON/OFFずる。

LAFセンサ・ リレー
PGM-FI 'ECUからの信号をも とに，LAFセンサ ・ヒータへの電源供給をON/OFF
する。

DBWリレー
PGM -FI. ECUからの信号をもとに， PGM -FI. ECU内のDBW駆動用の電源供給
をON/OFFする。

ラジエ」夕・ファ ン・リレー
PGM-FI 'ECUからの信号をもと に，ラジニータ・ファンへの電源供給をON/OFF
する。

3) 制御内容

PGM -FIシステムは，電子制御式燃料噴射装置のHonda名称で、ある。

PGM -FI. ECUは，運転状況に応じた適切な空燃比により燃料を効率良く燃焼させる燃料噴射制御や点火

時期制御のほか， スロットル・ パルプ制御及び、アイドル ・コントロール制御などを行っている。

(1 )燃料噴射制御

燃料噴射制御には，燃料噴射量制御，LAF/02フィードパッ ク空燃比制御，燃料カッ ト制御などがある。 ま

た，PGM-FI(電子制御式燃料噴射)を採用することにより， 正確な燃料の制御を可能とし，エンジンの高

出力と低燃費化を図っている。

付)燃料噴射量制御(図-3) 

燃料噴射量は，基本噴射量に補正値を加えて決定されている。

基本噴射量は， PGM-FI.ECUがエンジン回転速度とインテーク・マニホ}ルド負圧をもとに設定している。

補正値は，常に変化する環境条件に応じた最適な噴射量とするために，各センサ信号出力をもとに算出され，

その補正値を基本噴射量に加えて， 状況に応じた最適な燃料噴射量を決定する。また， フユ}エル・インジ、エ

クタは，一定のス トロークで作動するため，PGM -FI . ECUはインジ、ェク タへの通電時間の長さで燃料噴

射量を制御している。

燃料噴射時期は，PGM -FI . ECUがクランク・センサとTDCセンサの信号をもとに各気筒の噴射時期を算

出し，PGM-FI.ECUがフューエル ・インジェクタへの通電時期を制御することにより，決定される。また，
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噴射方式は順次噴射方式を採用している。

1基本噴射量の鱒出

クランク・センサ
ヱンジン回転速度 ドyTDC'I!ンサ
吸入空気量 い開抗ンサ

高負荷車勉比補正
い …

吸気温度補正 Mtt:!f'l!~'!t 

補E値の算出 エンジン水温補正 ド…雄センサ

大気圧補正 い大矩センサ

宣鑓比補正
LAFセンサ

同セカンダ川センサ

園自料噴射量
泰男ガス吸入量補正 いパージ・コントロールヴレノイトパJj，プ

吸気圧力センサ
鐙圧補正

同f大気圧センサ

図-3 燃料噴射量制御

(口1) LAF/02フィードパック空燃比制御(図ー4)

LAF/02フィードパック空燃比制御は，燃料噴射制御の一部であ り，インテーク・マニホールド負圧，エン

ジン回転速度によ り算出された基本噴射量に対して，排気ガス酸素濃度によ り算出された空燃比補正値を燃

料噴射量に反映させる。また，運転性能の確保と触媒保護のため，次の条件ではフイ}ドパック空燃比制御

を停止している。

・エンジン始動時及ぴ始動後の燃料増量中

.エンジン冷却水温低温時

・高負荷時燃料増量中

-高回転時燃料増量中

・低速時燃料カ ット中

吸気圧力センサ

クランク・センサ

TDCセンサ

LAFセンサ

セカンダリ0.センサ

インジェクタ

図-4 LAF/02フィードパック空燃比制御
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川燃料カット制御

燃料カ ット制御は. PGM -FI . ECUが，減速時，高回転時及び高速走行時に燃料カ ット制御を行い，燃費

の改善，排気ガスの低減，過度のエンジン回転速度の上昇によるエンジン破損の防止を実現している。

(a)減速時燃料カット

減速時燃料カ ットは，エンジンの暖機後に，エンジンの回転速度が設定された回転速度より高く，スロット

ル・パルプがほぼ完全に閉じている場合に. PGM -FI . ECUが燃料供給不要な減速と判断すると，減速時

の燃料カ ット制御を行い，燃料供給を遮断する。そして，エンジン回転速度が設定された燃料カット復帰国

転速度になると，燃料供給を再開する。また，燃料カ ット復帰回転速度は，負荷の状態により異なっている。

減速時燃料カ ット復帰| S07A型DOHCエンジン

回転速度 I S07A型DOHCターボ・エンジン

無負荷時

950rprn 

950rprn 

電気負荷時

1140rprn 

1220rprn 

AlCシステム作動時

1700rprn 

1700rprn 

(b) 高回転時燃料カット

高回転時燃料カ ットは，エンジンを保護するため，表の設定されたエンジン回転速度で燃料噴射を停止する。

走行時 | 停止時

高回転時燃料カッ ト
S07A型DOHCエンジン

S07A型DOHCターボ ・エンジン

7800rprn 

7200rprn 
m
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(c) 高車速時燃料カット

高車速時燃料カット御は，車速とエンジン回転速度が共に設定された値を上回ると燃料噴射を停止する。

高車速時

高車速時燃料カ ット
S07A型DOHCエンジン

S07A型DOHCターボ ・エンジン

132krn/h以上， かつ4500rprn以上

1 32krn/h以上，かつ4500rprn以上

(2) スロットル・バルブ制御(図ー5)

スロットル・パルプ制御には，電子制御によりスロ ットル・パルプを開閉するDBWシステムを採用している。

DBWシステムの制御は，運転者がアクセル・ペダルを操作するとアクセル・ペダル・ポジション・センサ

が駆動され，アクセル・ペダル位置が検出されてPGM-FI.ECUに送られる。PGM-FI.ECUは，送信

されたスロ ットル・ ペダル位置に基づいてスロットル・ボデ}のスロットル・アクチュエータを駆動し，ス

ロットル・バルブを開閉する。また，スロットJレ・パルプ開度はスロットル・ボデーのスロットル・ポジショ

ン・センサにより検出され.PGM-FI' ECUに送られる。

PGM-FI. ECUは， アクセル・ペダル・ポジション・センサからの信号のほか，アイドリング時，変速時，

VSA制御時など必要に応じてスロットル・ アクチュエータを駆動してスロットル開度を制御している。

図-5 スロットル・バルブ制御
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付) 主な機能

(a) アクセル・コントロール機能

アクセル・ペダルが踏まれているとき PGM-FI. ECUはアクセル・ペダル・ポジション・センサ112の

信号に基づき，補正を加えたのち，スロットル・パルプ開度を制御する。

(b) アイドル・コントロール機能

アイドリング回転時， PGM-FI.ECUはエンジンの負荷に応じて適正なアイドリング回転速度になるように，

スロットル・パルブ開度を制御する。

(c) CVT協調制御機能

CVTと協調し，スロットル・パルプを制御することで，変速時間の短縮を図っている。

(d) VSAコントロール機能

VSAモジュレ}タ・コントロ}ル・ユニットからの信号に基づき，スロットル・パルプ開度を制御する。

(e) フェイルセーフ機能

万一トラブルが発生した場合には，安全に危険を回避できるようにスロットル・パルプを制御するフェイル

セーフ機能がある。

(口) アイドル・コントロール制御

PGM-FI. ECUは，エンジン水温に応じた基本アイドリング回転速度を算出し，各センサ信号による補正

を加えて状況に応じた最適なアイドリング回転速度を決定する。それに基づいてスロットル・パルブの開度

をコントロールしてアイドリング回転速度が常に適正になるように補正している。

3 点検・整備

1) DTCの確認・クリア方法

(1) DTCの確認

付) 外部診断器を使用する場合(図ー6)

①運転席左側にあるデータ・リンク・カブラ(A)に外部診

断器を接続する。

②ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモ}ドにする。

③外部診断器が車両及びECUと通信することを確認する。

通信しない場合はデ}タ・リンク回路を点検する。

④外部診断器に表示される DTC(ダイ アグノスティック・

トラブル・コード)及びフリーズ・データを確認する。

7 
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(口) 外部診断器を使用しない場合(図ー7)

①センタ・コンソール右側にある 16Pのデータ・リンク・カブラに特殊工具(DLCターミナル・ボックス)を

接続する。

②ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにする。

③DLCターミナル ・ボックスのNo.4端子とNO.9端子を短絡させてスイ ッチを押し， SCSショートを実行する。

④PGM -FI警告灯が点滅し始めたら点滅回数を確認する。また， Hondaコードのないものは，コ ンビネーショ

ン・メータのマルチ・インフォメーション・ディスプレイに表示される4桁を読み取る。

※点滅回数は順次繰り返す。また，点滅の長さは，長い点滅がダイアグ・コードの 10の位，短い点滅がl

の位を示す。

-警告灯の点滅回数で確認できるのは，ダイアグ・コード(Hondaコード)のメイン・コード(故障系統)である。

一箇所がA常のh居合:

点滋困散1を点検

点滅圃敵3を点検

点源問敵14を点検

川ー一一一DLCターミナル・ボックス

権放の箇所'1Jf異常の吻合:

点滅回数1，3を点検

点.圃散乱4を点検

点滅圃歎1，14を点検

図-7 DLCターミナル・ボックス

(2) DTCのクリア

付)外部診断器を使用する場合(図-8) 

①運転席左側にあるデ}夕・リンク・カブラに外部診断器

を接続する。

②エンジン停止時に， ENGINE. START . STOPスイ ッ

チをONモードにした状態で，外部診断器でDTCをク

リアする。

③ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにす

る。

④ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにし，

30秒間待つ。

⑤ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモード，外

部診断器をデ}タ・リンク・カブラから取り外す。

データ・ υンタ・カプラ

図-8 データ・リンク・カプラ
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(口) 外部診断器を使用しない場合(図-9)

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをOFFモードにする。

②室内ヒユ}ズ・ボックス内の1B21(10A) Jヒューズを10秒以上外すとDTCが消去される。

図-9 室内ヒューズ・ボックス

(3) 故障診断終了後の処理

①外部診断器で， ECU学習値クリア(ECUリセット)を行う。

②アイドリングの学習を行う。

③イ グニション・スイ ッチをOFFにする。

④外部診断器をデータ・リンク・カブラから取り外す。

何) アイドリング学習

ECUがエンジンのアイドリング負荷を学習するためにアイドル・コントロール・システムの学習が必要で

ある。

以下のいずれかの作業を行った際にはこの学習を行うこと。

. ECUの交換，外部診断器によるECUのリセット， ECUのア ップデー ト，スロットル・ボデーの交換，洗

浄

直孟]外部診断器によるDTCのクリアではこの学習は不要である。

①運転席左側にあるデータ・リンク・カブラに外部診断器を接続する。

②A/C，オーディオ，リヤ・デフロスタ， ヘッドライトなどの電気負荷をOFFにする。

③クリア・メニュー内のECUリセットを外部診断器で実行する。

④イグニション・スイ ッチをON(II)にし 2秒間保持する。

⑤エンジンを始動し，外部診断器でエンジン水温が900C以上を表示するまで暖機運転をする。

⑤N又はPポジションでアクセル・ペダルを全聞にし，電気負荷をOFFにした状態で5分間アイドリングする。

亙童日 ラジエータ・ファンの作動時間はこの5分間に含まない。

⑦DLCターミナル・ボックスでSCSショート(No.4とNo.9端子を短絡)を実行する。

③約10秒後にSCSオープンを実行する。

※ECUは， ENGINE. ST ART . STOPスイッチをOFFモードにし約20分が経過した後，アイドリング学

習状態をECU内のメモリに保存する。SCSシヨ}トすることでECUにメモリされる。

③外部診断器のデータ・リスト画面で「アイドリング学習」が完了しているか確認する。未完了の場合は③を再

9 
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度行い確認する。

(3) DTC一貫

SAE. DTC : HDSに表示される DTCコードで， SAE(米国自動車技術会)規格に準じている。

PGM -FI警告灯点滅回数:SCSショート時のPGM-FI警告灯点滅回数に該当し，表示のないものにワい

てはSAE.DTCコードの下4桁がメータに表示される。

SAE' DTC PGM-FI警告
(PGM-FI警告灯 2連続検知手法 故障診断検知項目

灯点灯の有無
点滅回数)

P0010 (56) VTC油圧パルプ回路異常 。
POOll (56) 。 VTCシステム機能異常 。
P0034 (194)※1 。 P2 リリ←プ・ バルブ・コントロ~ }レ・ソレノイ P' .パルプ回路電圧 。

低い

P0035 (194)※l 。 P21}リーフ・パルプ・コントロール・ソレノイド・ パルプ駆動回路 。
故障

P0107(3) 吸気圧力センサ電圧低い 。
P0108 (3) 吸気圧力センサ電圧高い 。
P01l2 (10) 。 吸気温度七ンサ電圧低い 。
P01l3 (10) 。 吸気温度七ンサ電圧高い 。
P01l7(6) 水温センサ電圧低い 。
P01l8(6) 水温センサ電圧高い 。
P0122 (7) スロットル開度センサ1電圧低い 。
P0123 (7) スロットル開度センサl電圧高い 。
P0125 (86) 。 水温センサ追従遅れ 。
P0133 (61) 。 LAFセンサ応答遅れ 。
P0134 (41) 。 LAFセンサ活性異常 。
P0135 (41) 。 LAFセンサ・ヒータ回路異常 。
P0137 (63) 。 セカンダリ02七ンサ電圧低い 。
P0138 (63) 。 セカンダリ O2センサ電圧高い 。
P0139 (63) 。 セカンダリ 02センサ応答遅れ 。
P0141 (65) 。 セカンダリ02七ンサ・ヒ←タ回路異常 。
P0171 (45) 。 燃料供給装置空燃比薄い 。
POl72 (45) 。 燃料供給装置空燃比濃い 。
P0201 (71) No.lインジェクタ回路故障 。
P0202 (72) NO.2インジェクタ回路故障 。
P0203 (73) No.3インジェクタ回路故障 。
P0222 (7) スロットル関度センサ2電圧低い 。
P0223 (7) スロットル関度センサ2電圧高い 。
P0234 (26)※l 。 ターボ・チャージャ過給圧過剰 。
P0243 (193)※l 。 ウエスト・ ゲート・コントロール・ソレノイド・ パルプ回路故障 。
P0299 (26)※l 。 タ←ボ・チヤ」ジャ過給圧不足 。
P0300(211)， 。 複数シリンダ失火 。
P030x (7x) 

P0301 (71) 。 NO.1シリンダ失火 。
P0302 (72) 。 NO.2シリンダ失火 。
P0303 (73) 。 No.3シリンダ失火 。
P0326 (23) 。 ノック・ センサ出力異常 。
P0327 (23) 。 ノック・ センサ電圧低い 。
P0328 (23) 。 ノック・センサ電圧高い 。
P0335 (4) クランク・七ンサ・パルスなし 。

10 
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SAE' DTC PGM-FI警告
(PGM-FI警告灯 2連続検知手法 故障診断検知項目

灯点灯の有無
点滅回数)

P0339 (4) クランク・ センサ ・ノイズ 。
P0340 (8) VTCカム・センサ・パルスなし 。
P0341 (57) 。 VTCカム・センサ位相ずれ 。
P0344 (8) VTCカム・ センサ・ノイズ 。
P0351 (71) NO.1シリ ンダ点火一次回路故障 。
P0352 (72) NO.2シリンダ点火一次回路故障 。
P0353 (73) No.3シリンダ点火一次回路故障 。
P0420 (67) 。 触媒コンパータ性能劣化 。
P0443 (92) 。 ノTージ ・コ ントロ ~}レ ・ソ レノ イド・パルブ故障 。
P0562 充電装置電圧低い × 

P0563 。 ECU電源供給回路異常 × 

P0571 。 ブレーキSW故障 × 

P0602 (196) ECUプログラミング末書き込み 。
P0607 (131) 。 ECU内部回路異常 。
P060A (131) ECU内部回路異常(トラ ンスミ ッションCPU) 。
P0615 。 スタ←タ ・リ レ」駆動回路故障 × 

P0616 スタータ・リレー駆動回路電圧低い × 

P0617 スタ」タ ・リ レ←駆動回路電圧高い × 

P062F (131) ECU内部回路異常(EEPROM) 。
P0630 (139) フレーム・ナンパ未書き込み 。
P0641 (133) センサ電源A回路故障 。
P0651 (134) センサ電源B回路故障 。
P065A 02 ACG故障 × 

P0685 (135) 。 ECU電源回路/内部回路異常(電源系) 。
P06A8 (131) 内部VCC電源故障 。
P0703 。 ブレーキSW(NC)故障 × 

POAll※2 ボルテージ ・スタピライザ(DCDC)起動信号ライ ン故障 × 

POA94※2 7ドルテ←ジ ・スタビライザ(DCDC)特性異常 × 

P1009 (56) VTCシステム進角異常 。
Pll09 (13) 。 大気圧センサ特性異常 。
P1l57 (48) 。 LAFセンサAFS端子電圧高い 。
P1297 。 ELD電庄低い × 

P1298 。 ELD電圧高い × 

P1549 充電装置電圧高い × 

P154A 02 ノTッテリ・ センサ故障 × 

P154B※2 。 バッテリ・センサ特性異常 × 

P1658 (40) DBW電源リレ」回路異常(ON故障) 。
P1659 (40) DBW電源リレ」回路異常(OFF故障) 。
P1683 (40) スロットル ・アクチュエータ ・デフォル ト・ スプリング異常 。
P1684 (40) スロットル ・リターン・スプリ ング異常 。
P16BB A.Cジェネレ←タ B端子電圧低い × 

P16BC※3 A.C.ジェネレータ FR端子/IGP端子電圧低い × 

P16E2※2 LIN通信エラー(ACG) × 

P16E3※2 LIN通信エラ←(EBS) × 

P16E4※2 ACG高j且 × 

P16E5※2 LIN通信エラー(DCDC) × 

P16FO (131) ECU内部回路異常(スタ」タ制御回路異常) 。
可
E
i

可
E
A
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SAE' DTC 
(PGM-FI警告灯 2連続検知手法 故障診断検知項目
点滅回数)

P16F2 (131) ECU内部回路異常(スタータ制御回路異常)

P16F3 スタ←タ・カット・リレー1電圧低い

P16F4 スタ←タ・カット・リレー2電圧低い

P16F5 スタータ・カット・リレーl電圧高い

P16F6 スタータ・カット・リレー2電圧高い

P16F9 (131) ECU内部回路異常(スタータ制御回路異常)

P16FA (131) ECU内部回路異常(スタータ制御回路異常)

P16FB(131)※2 ECU内部回路異常(スタータ制御回路異常)

P16FC (131)※2 ECU内部回路異常(スタ」タ制御回路異常)

P2101 (40) スロットル ・アクチュエータ特性異常

P2118(40) スロットル ・アクチュエータ駆動回路異常

P2122 (37) アクセル・ ペダル ・ポジション ・七二ノサ1電圧低い

P2123 (37) アクセル・ ペダル・ポジション・センサl電圧高い

P2127 (37) アクセル・ ペダル・ポジション・センサ2電圧低い

P2128 (37) アクセル・ ペダル・ポジション・センサ2電圧高い

P2135 (7) スロットル開度センサ112相関異常

P2138 (37) アクセル ・ペダル ・ポジション・センサ112相関異常

P2176 (40) スロットル ・アクチュエ←夕 ・アイドル ・ポジショ ン学習異常

P2184(192) 。 ラジエ←タ水温センサ電圧低い

P2185 (192) 。 ラジニータ水温センサ電圧高い

P2228 (13) 。 大気圧センサ電圧低い

P2229 (13) 。 大気圧センサ電圧高い

P2238 (48) 。 LAFセンサAFS+端子電圧低い

P2252 (48) 。 LAFセンサAFS 端子電圧低い

P2610 (132) ECU内部タイマ故障

P2AOO (61) 。 LAFセンサ・リーン領域枠性異常

U0029 (126) F-CAN通信異常(PGM-FI . ECU受信不能(BUS-OFF))

U0122 
F-CAN通信異常(PGM-FI . ECU -VSAモジュレ」夕・コントロ)

1レ・ユニット通信不能)

U0131 
F-CAN通信異常(PGM-FI . ECU -EPSコントロール・ユニット通

信不能)

U0155 (126) 
F-CAN通信異常(PGM-FI . ECUーコンビネ←ション ・メ」夕・コ

ントローラ通信不能)

Ul29E※2 F-CAN通信異常(PGM-FI . ECU -PCU通信不能)

※ 1: S07A型DOHCターボ ・エンジン

※2:オ」ト・アイ P'Jレ・ストップ・ システム装備車
※3:オート・アイドル・ストップ・システム非装備車

PGM-FI警告

灯点灯の有無

。
× 

× 

× 

× 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
× 

× 

。
× 

豆歪]PGM -FI警告灯の点灯と同時にD表示灯か点滅することがある。この場合はPGM-FIシステムの故障診断
を行ったのち， D表示灯の点滅を再度確認する。D表示灯が点滅し続ける場合はCVTシステムの故障診断を

，一品 、島
f丁つ。

12 



-E団..  :1・・

2) 外部診断器及び車載故障診断装置の活用による点検・整備

エンジン系統に不具合が発生し，外部診断器により DTCが出力された場合には， DTC一覧表の項目にした

がって点検・整備を行う必要がある。ここでは，以下に示す， LAFセンサ・ヒータ回路系統異常，吸気圧

力センサ系統異常， スタータ・カ ット ・リレーl系統異常を例として点検・整備方法を説明する。

i) LAFセンサ・ヒータ回路系統異常

①症状:エンジン警告灯点灯(DTC: P0135)，排気ガス性能の悪化

②故障内容 :LAFセンサ・ヒータ回路のAFHT線の断線。

③点検方法:外部診断器を使用する場合と使用しない場合

ii) 吸気圧力センサ系統異常

①症状:エンジン警告灯点灯(DTC: P0107)，エンジン不調，排気ガス性能の悪化

②故障内容:吸気圧力センサ回路のPB線の短絡。

③点検方法:外部診断器を使用する場合と使用しない場合。

iii ) スタータ・カット・リレーl系統異常

①症状:エンジン警告灯消灯，スタータ・システム警告灯(樟)点灯(DTC:P16F3)，エンジン始動しない(ク

ランキングしない)。

②故障内容:スタータ・カ ット・リレー1の内部の断娘。

③点検方法:外部診断器を使用する場合と使用しない場合。

(1) LAFセンサ・ヒータ回路系統異常(図ー10)

凶 Fセンサ

E37 AFV 

E38 AFC 2 

LAF 

断.
4 

IGP 
(LAF) 

4 

E12 AFHT 

A5 L.AF RLY CI...-

L.AFセンサ・リνー

PGM-F卜ECU

図-10 LAFセンサ・ヒータ回路系統

何)症状

エンジン警告灯点灯(DTC: P0135， Hondaコ}ド41):排気ガス性能の悪化

I#~I 2連続検出手法

(口) 原因説明

LAFセンサ・ヒータ回路のAFHTライン断線によ り， LAFセンサ・ヒータ電流が所定値から外れた状態を

検知したため異常判定を行い， DTCを記憶する。

円
〈
U

可
E
A
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川 点検方法

〈外部診断器を使用する場合)(図ー11)

DTC 

P0135 

故障系統

LAFセンサ・ ヒ←タ

故障診断検知項目

LAFセンサ ・ヒ)タ回路異常

DTCP0135 

(a)再現テスト 故障再現せず 一過性故障

故障再現

(b)ヒューズの点検
NG 

ヘステップ(i)へ進む

OK 

(c)υレーの点倹
NG 

ヘ LAFセンサ・リレー

OK 

(d)凶 Fセンサ内部ヒータ抵銑点| NG 
'" LAFセンサ検

OK 

〈ー)LAFセンサ内部回路点倹
NG .1 LAFセンサ

OK 

(f) AFHTラインの断線点検 NG hAFHTラインの断線

OK 

(ω山・札y・ωT!IGP(LAF) | NG 円F• RL Y • OUT !IGP(LAF) 
ラインの断鎌点検 ラインの断線点検

(h) LAF.RLY・CLーラインの断 OK ECUプログラム又は
線点検 ECUの不良

NG LAF.RLY.CL-ラインの断

'LE 

古L町軒町畑(ヨ 陥 LAF. RL y. OUT !IGP(LAF) 

1ラインの短絡ラインの鱒点検 | 

OK 
1ヒューズ・ボックス

A
せ
可
E
A



.橿Z・
(j)修理後の点検

未完了

正常判定

図ー11 点検フロー

ステップ(a)へ進む

再テスト後，OBDステータス
を碕認する

(a)再現テスト

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにする。

②外部診断器でDTCをク リアする。

③エンジンを始動し，ラジエータ・ファンが2回作動した後，更に無負荷30∞rpmで2分間以上暖機運転する。
④DTCメニユ}内のテンポラリ DTC又はDTCを外部診断器で確認する。

+DTC : P0135は表示されているか

YES:ステップ(b)に進む

NO :ECUとLAFセンサ LAFセンサ・リレー間カブラの一時的な接続不良

(b) ヒューズの点検(図ー 12)

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにす

る。

②以下のヒューズを点検する。

ヒューズ・ボックス内 ・No.B9(10A)

.正常か

YES:ヒューズは正常，ステップ(c)̂_進む

NO ステップ(i)へ進む

(c) リレーの点検(図ー13，14) 

①ヒューズ・ボックスからLAFセンサ・ リレ}を取り外す。

FD
 

可
E
4

図-12 ヒューズの点検

図-13 リレーの点検①



②LAFセンサ・リレーを点検する。

④NO.lとNO.2端子聞に導通がないこと。

⑥NO.3とNo.4端子聞に導通がないこと。

-E団..  :1・・

①NO.3とNo.4端子聞にバッテリ電圧を与えたと きにNO.lとNO.2端子聞に導通があること。

2 3(+) 

4(ー}

図-14 リレーの点検②

.正常か

YES: LAFセンサ・リレーは正常， ステップ(d)へ進む

NO : LAFセンサ・リレ}を交換後.(j河彦理後の点検へ進む

(d) LAFセンサ内部ヒータ抵抗点検(図ー15)

①以下のカブラの接続を外す。

LAFセンサ4Pカブラ

②センサ側にて，OFFモードの状態で， 表の端子聞の抵

抗を測定する。

信号名称 | カブラ名称

AFHT I LAFセンサザカブラ
IGP (LAF) I LAFセンサ4Pカブラ

.約 5.0 ~7.00か(室温時)

YES:ステップ(e)へ進む

端子

No.3 

No.4 

NO : LAFセンサの交換を行い， (j)修理後の点検へ進む

(e) LAFセンサ内部回路点検(図ー 16)

①センサ側にて，OFFモードの状態で，表の端子聞の導

通をそれぞれ確認する。

信号名称 カプラ名称 端子

AFC LAF七ンサ4Pカブラ NO.2 

IGP (LAF) LAF七ンサ4Pカブラ NO.4 

信号名称 カブラ名称 端子

AFC LAFセンサ4Pカブラ No.2 

AFHT LAFセンサ4Pカブラ No.3 

16 

LAFセンサ4P力プラ

オス踊子の晴子側

図-15 LAFセンサ内部ヒータ抵抗点検

LAFセンサ4Pカブラ

AFC 

IGPO-AF) AFHT 

オス柑子の晴子側

図-16 LAFセンサ内部回路点検
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4砂導通があるか

YES: LAFセンサの交換を行い， (j)修理後の点検へ進む

NO : LAFセンサは正常，ステップ(f)へ進む

(1) AFHTラインの断線点検(図-17)

①DLCターミナル ・ボックスでSCSショート(No.4とNO.9端子を短絡)を実行する。

②以下のカブラの接続を外す。

ECUカブラE(60P) 

③OFFモードの状態で， 表の端子聞の導通を確認する。

信号名称 | カブラ名称

AFHT I LAF七ンサ4Pカブラ
AFHT I ECUカブラE(60P) 

伽
一
時
一
概

子
一
川
町
一
ロ

剤
師
司
一

O
一

O

E
N
一N

LAFセンサ4Pカブラ

メス鵡子の晴子個l

ECUカブラE(伺 P)

メス嶋子の晴子側

図-17 AFHTラインの断線点検

(g) LAF. RLY・OUT/IGP (LAF)ラインの断線点検(図ー 18，19) 

①表の端子聞をジヤンパ ・ワイヤで短絡させる。

信号名称 | カブラ名称 | 端子(色)

LAFセンサ・リレー4Pソケット
〈ヒューズ・ボックス)

LAF' RLY' LAFセンサ・リレー4Pソケット E

I No.l 
(ヒューズ ・ボックス) I 
ボデ← ・ア」ス

ジャンパ・ヲイヤ

OUT 

(GND) 

メス帽子の婚予倶l

図-18 凶 F'RLY' OUT/IGP (LAF)ラインの

断線点検①

月''
可
E
A
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②OFFモードの状態で， 表の端子聞の導通を確認する。 凶 Fセンサ4Pカブラ

信号名称

IGP (LAF) 

(GND) 

カブラ名称

LAFセンサ4Pカブラ

ボデー・アース

端子(色)

No.4(空) IGP(LAF) (空)

メス噌子の晴子側

4砂導通があるか

図-19 凶 F'RLY' OUT/IGP (LAF)ラインの

断線点検②

YES: LAF. RLY . OUT/IGP(LAF)ラインは正常，ステップ(h)へ進む

NO : LAFセンサ・リレーとLAFセンサ問コードの断線を修理後， (j )11彦理後の点検へ進む

(h) LAF. RLY・CLーラインの断線点検(図ー20，21) 

①以下のカブラの接続を外す。 LAFセンサ・リレー4pソケット
{ヒューズ・ボックス}

ECUカブラA(44P) 

③表の端子聞をジャンパ ・ワイヤで短絡させる。

信号名称 | カブラ名称 | 端子(色)

LAF' RLY' LAFセンサ ・リレー4Pソケット E

I No.3 
(ヒューズ・ボックス) I 
ボデ← ・ア」ス

CL 

(GND) 
LAF.RLY.CL-

ジャンパ・ワイヤ

メス端子の端子側l

図-20 LAF. RLY' CLーラインの断線点検①

③ OFFモードの状態で，表の端子聞の導通を確認する。

信号名称

LAF. RLY. 

CL -

(GND) 

カブラ名称

ECUカブラ A(44P) 

ボデー ・アース

端子(色)

NO.5 (茶)

ECUカブラA(44P)

凶 F.RLY.CL-晴}

メス晴子の端子側

図-21 LAF. RL Y • CLーラインの断線点検②

。。
可
E
A
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4砂導通があるか

YES : LAF . RL Y . CL ラインは正常， ECUのア ップデート又は交換を行い， (j)修理後の点検へ進む

NO : ECU(A5端子)とLAFセンサ・リレー間コードの断線を修理後， (j)修理後の点検へ進む

(i) LAF. RLY・OUT/IGP (LAF)ラインの短絡点検(図-22) 

CDヒューズ ・ボックスから LAFセンサ・リレーをタトす。

②以下のカブラの接続を外す。

LAFセンサ4Pカブラ

③OFFモ}ドの状態で，表の端子聞の導通を確認する。

凶 Fセンサ4Pカブラ

称
ケ
フ
一

名
一

プ
一

〕フ一

カ
一

プ
一
P
一
ス

カ

一
イ
一
」

一
寸

一
ア

ー

;
 

一そ

一」

一
凶
一
デ

一し一

ボ

称
一

つ

一

名
一
征
一

号
一
し
一

)

一三=同一

川
、

一
川
川

;
 

-
G
一

G

IA-
-ik 

端子(色)

No.4(空)

IGP(LAF) (空)

メス陽子の晴子側

。導通があるか

図-22 LAF' RLY' OUT/IGP (LAF)ラインの
短絡点検

YES: LAFセンサと LAFセンサ・リレ}聞コードの短絡を修理後， NO.B9 (1OA)ヒューズを交換し，(j)修

理後の点検へ進む

NO : LAF. RLY . OUT/IGP (LAF)ラインは正常， ヒユ}ズ ・ボックスを交換した後， (j)11彦理後の点検へ

進む

(il修理後の点検

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②すべてのカブラを再接続する。

③ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをONモードにする。

④外部診断器でPGM-FI.ECUをリセットする。

⑤アイドリングの学習を行う。

⑤外部診断器でDTCを確認する。

+DTC : P0135は表示されているか

YES: ECUとLAFセンサ問カブラの接続不良を点検し，ステップ(a)に戻り再診断を行う

NO 故障診断完了

DTC : P0135以外のテンポラ リDTC又はDTCが表示された場合は，表示されたDTCの故障診断を

行う。

19 
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〈外部診断器を使用しない場合〉

DTC 故障系統

Hondaコード:41 LAFセンサ・ヒータ
故障診断検知項目

LAFセンサ・ヒータ回路異常

車載式故障診断装置を使用した点検は，下記に示すi(a)再現テスト」及びi(j)修理後の点検」作業でDTCの確

認及ぴクリア方法が外部診器とは異なるが，故障診断方法は外部診断器を使用した方法と同様である。なお，

異常検知は， 2連続連続検出手法となっているので再現テストを2団連続行う。

(a)再現テスト

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをOFFモードにして，室内ヒューズ・ボックス内のiB21(10A) Jヒユ}

ズを10秒以上外してDTCのクリアを行う。

②iB21 (10A) Jヒューズを取り付ける。

③エンジンを始動し，ラジエータ・ファンが2回作動した後，更に2分間以上暖機運転する。

④ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにした後，再度③を行う。

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをONモ}ドにする。

⑤DLCターミナル・ボ、ツクスでSCS回路(No.4とNO.9端子)を短絡してDTCを確認する 0

+DTC : Hondaコード41を表示されているか

YES:ステップ(b)へ進む

NO :ECUとLAFセンサ， LAFセンサ・リレー側カブラの一時的な接続不良

(j)修理後の点検

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをOFFモードにする。

②すべてのカブラを再接続する。

③室内ヒユ}ズ・ボックス内のiB21(10A) Jヒユ}ズを10秒以上外してDTCのクリアを行う。

④iB21 (10A) Jヒューズ、を取り付ける。

①エンジンを始動し，ラジエータ・ファンが2回作動した後，更に2分間以上暖機運転する。

⑤ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにした後，再度③を行う。

⑦ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにする。

③DLCタ}ミナル・ボックスでSCS回路(No.4とNO.9端子)を短絡してDTCを確認する 0

+DTC : Hondaコード41を表示されているか

YES: ECUとLAFセンサ間カブラの接続不良を点検し，ステップ(a)に戻り再診断を行う。

NO 故障診断完了

DTC : Hondaコード41以外のDTCが表示された場合は，表示されたDTCの故障診断を行う。

20 
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(2) 吸気圧力センサ回路系統異常(図ー23)

5V 

VCC 

PB 

SG 

TA 

困
PGM-FI.ECU 

何)症状

短絡

図-23 吸気圧力センサ回路系統

磁気圧力センサ

吸気温度センサ

吸気圧カセンザ/
吸気温度センサ

エンジン警告灯点灯(DTC:POI07，点滅回数3):エンジン性能の悪化，排気ガス性能の悪化

DTC 

P0107 
(Hondaコ←ヤ 3)

(口) 原因説明

故障系統

吸気圧力七ンサ

故障診断検知項目

吸気圧力センサ電圧低い

吸気圧力センサ回路のPBラインのボデー短絡によ り，吸気圧力センサ出力電圧が所定値以下の状態を検知

したため異常判定を行い，DTCを記憶する。

21 
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川点検方法

〈外部診断器を使用する場合)(図ー24)

DTC 

POI07 

故障系統

吸気圧力七ンサ

故障診断検知項目

吸気圧力センサ電圧低い

DTC: POl07 

{ω再現テスト 故障再現せず

故障再現

(b)故障部位の切り分け(PBライ IPBライン
ン，そのほかの来館) I一一一一一

そのほかの系統

一過性故障

ステップ(e)へ進む

(c)故障樽位の切り分け〈吸気圧 |吸気圧力センサ ‘ 吸気圧力センサ/吸気温度

カセンサ，そのほかの系統) I '1センサ

そのほかの系統

(d)VCClラインの断観点検
OK 

NG 

(e)PBラインの短絡点検 NG 

OK 

(f)修理後の点検
NG 

図-24 点検フロー

(a) 再現テスト

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにする。

②以下のパラメ}タを外部診断器で確認する。

信号 | 判定値

吸気圧力七ンサ 約O.23VJ.J、下

.現在の状態は判定値と一致しているか

YES:ステップ(b)へ進む

22 

ECUプログラム又は
ECUの不良

VCClラインの断線

PBラインの短絡

ECUプログラム又は

ECUの不良

ステップ(a)へ進む 一¥
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NO :ECUと吸気圧力センサ/吸気温度センサ問カブラの一時的な接続不良

(b) 故障部位の切り分け(PBライン，そのほかの系統)

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをOFFモードにする。

②以下のカブラの接続を外す。

吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカブラ

③ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをONモ}ドにする。

④以下のパラメータを外部診断器で確認する。

| 信号
|吸気圧力七 ンサ

| 判定値
|約O.23V以下

.現在の状態は判定値と一致しているか

YES:ステップ(e)へ進む

NO ステップ(c)へ進む

(c) 故障部位の切り分け(吸気圧力センサ，そのほかの系統)(図ー25)

①ONモードの状態で，表の端子聞の電圧を測定する。

信号名称 | カブラ名称

SGl I吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカブラ
VCCl I吸気圧力七ンサ/吸気温度七 ンサ5Pカブラ

吸気圧力センサ11磁気温度センサ5Pカブラ

メス絹子の嶋子側

図-25 故障部位の切り分け

。約5.0Vか
YES:吸気圧力センサ/吸気温度センサの交換を行い， (f){1彦理後の点検へ進む

NO ステッ プ(d)へ進む

23 
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(d) VCC1ラインの断線点検(図ー26)

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②DLCターミナル・ボックスでSCSショート (No.4とNO.9短絡)を実行する。

③以下のカブラの接続を外す。

ECUカブラE(60P) 

④OFFモードの状態で， 表の端子聞の導通を確認する。

信号名称 | カブラ名称

VCCl I吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカブラ
VCCl I ECUカブラE(60P) 

。導通があるか

吸気庄カセンサ/吸気温度センサ5Pカブラ

メス梢子の綱子側

ECUカブラE(閃 P)

メス緒子の蟻子側

図-26 VCC1ラインの断線点検

YES: VCClラインは正常，ECUのアップデート又は交換を行い，(t)修理後の点検へ進む

NO : ECU(E46端子)と吸気圧力センサ/吸気温度センサ間コ}ドの断糠を修理後，(t)修理後の点検へ進む

(e) PBラインの短絡点検(図ー27)

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにす

る。

②DLCターミナル ・ボ、ツ クスでSCS回路(No.4とNO.9端

子短絡)を実行する。

③以下のカブラの接続を外す。

ECUカブラE(60P) 

④OFFモ}ドの状態で，表の端子聞の導通を確認する。

信号名称 カブラ名称 端子(色)

吸気圧力七ンサ/吸気温度センサ lI No.l (赤)
5Pカブラ | 

PB 

(GND) ボデー・ アース

24 

吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカプラ

メス端子の柑子倒

図-27 PBラインの短絡点検
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4砂導通があるか

YES : ECU (E54端子)と吸気圧力センサ/吸気温度センサ問コードの短絡を修理後，(t)修理後の点検へ進む

NO : PBラインは正常， ECUのアップデ}ト又は交換を行い，(t)1彦理後の点検へ進む

(f)修理後の点検

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②すべてのカブラを再接続する。

③ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをONモードにする。

④外部診断器でPGM-FI. ECUをリセットする。

⑤アイドリ ングの学習を行う。

⑤DLCメニュー内のテンポラリ DTC又はDTCを外部診断器で確認する。

DTC名称

P0107吸気圧力センサ電匡低い

。DTC: POI07は表示されているか
YES: ECUと吸気圧力センサ/吸気温度センサ問カブラの接続不良を点検し，ステップ(a)に戻り再診断を

行う

NO 故障診断完了

DTC : POI07以外のテンポラリ DTCが表示された場合は，表示されたDTCの故障診断を行う

〈外部診断器を使用しない場合)(図ー28)

DTC 

Hondaコード :3

故障系統

吸気圧力センサ

故障診断検知項目

吸気圧力センサ電圧低い

[点検フ ロ ~]

出n也コード :3

〈心再現テスト
故障再現せず f 

... 一過性故障

故障再現

(b)故障制位の切り分け(PBライ IPBライン
ン，そのほかの系統) I 

ステップ(e)へ進む

そのほかの系統

(c)故障悌位の切り分け(吸気圧 |吸気圧力センサ
カセンサ，そのほかの系統)

吸気圧力センサ/吸気温度
センサ

そのほかの系統

OK ECUプログラム又は
ECUの不良

NG i VCClラインの断線

F
h
d
 

円
〆
“
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(e)開ラインの短篇点倹
NG 

PBラインの短絡

OK ECUプログラム又は
ECUの不良

(f)修理音量の点倹
NG 

ステップ(a)へ進む

図-28 点検フロー

(a) 再現テスト

①室内ヒューズ・ボックス内の1B21(10A) Jヒューズを10秒以上外してDTCのクリアを行う。

②エンジンを始動する。

③DLCターミナル・ボックスでSCSショ ート(No.4とNo.9端子短絡)実行してDTCを確認する 0

+Hondaコード :3が再表示されるか

YES:ステップ(b)へ進む

NO 一時的な故障

(b)故障部位の切り分け(PBライン そのほかの系統)(図ー29)

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをOFFモードにする。

②以下のカブラの接続を外す。

吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカブラ

③ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをONモードにする。

④ONモード状態で，表の端子聞の電圧を測定する。

信号名称 | カブラ名称

PB I吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカブラ
SGl I吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカブラ

。約O.23V以下か
YES:ステッフ。(e)へ進む

NO ステップ(c)へ進む

吸気圧カセンサ/吸気温度センサ5Pカブラ

メス踊子の晴子側

図-29 故障部位の切り分け (PBライン)

p
h
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n
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(c) 故障部位の切り分け(吸気圧力センサ/そのほかの系統)(図ー30)

①ONモードの状態で，表の端子聞の電圧を測定する。 吸気圧力センサ11磁気温度センサ5Pカブラ

信号名称 カプラ名称 端子(色)

SGl 
吸気圧力七ンサ/1吸気温度セ ンサ No.2(青)
5Pカブラ

VCCl 
吸気圧力センサ/吸気温度センサ No.4 (:vt) 
5Pカブラ

メス哨子の哨子側

図-30 故障部位の切り分け (吸気圧力センサ)

。約5.0Vか
YES:吸気圧力センサ/吸気温度センサの交換を行い，(f河彦理後の点検へ進む

NO ステップ(d)へ進む

(d) VCC1ラインの断線点検(図-31)

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをOFFモードにする。

②DLCターミナル・ボックスでSCSショ ート(No.4とNo.9端子短絡)を実行する。

③以下のカブラの接続を外す。

ECUカブラE(60P) 

④OFFモードの状態で， 表の端子聞の導通を確認する。

信号名称 | カブラ名称

VCCl I吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカブラ
VCCl I ECUカブラE(60P) 

吸気圧力センサ11磁気温度センサ5Pカプラ

メス帽子の晴子側

ECUカブラE(60P)

メス培子の措子側

図-31 VCC1ラインの断線点検
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(e) PBラインの短縮点検(図ー32)

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにす

る。

②DLCターミナル・ボックスでSCSショート (No.4と

NO.9端子短絡)を実行する。

③以下のカブラの接続を外す。

ECUカブラE(60P) 

④OFFモードの状態で，表の端子聞の導通を確認する。

信号名称 カブラ名称 端子(色)

PB 
吸気圧力七ンサ/1吸気温度センサ

No.l (赤)
5Pカブラ

(GND) ボデ←・ア←ス

。導通があるか

吸気圧力センサ/吸気温度センサ5Pカプラ

メス端子の端子個

図-32 PBラインの短絡点検

YES : ECU (E54端子)と吸気圧力センサ/吸気温度センサ問コードの短絡を修理後，修理後の点検へ進む

NO : PBラインは正常， ECUのアップデート又は交換を行い， (f)11彦理後の点検へ進む

(f) 修理後の点検

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②すべてのカブラを再接続する。

③室内ヒューズ・ボックス内の1B21(10A) Jヒユ}ズを 10秒以上外してDTCのクリアを行う。

④iB21 (lOA) Jヒューズを取り付け，エンジンを始動する。

⑦ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモ}ドにする。

⑤DLCターミナル・ボックスでSCSショート (No.4とNO.9端子短絡)を実行してDTCを確認する 0

• DTC : Honndaコード 3を表示するか

YES: ECUと吸気圧力センサ/吸気温度センサ間カブラの接続不良を点検し，ステップ(a)に戻り再診断を

行う

NO 故障診断完了

DTC : Hondaコード 3以外のDTCが表示された場合は，表示されたDTCの故障診断を行う
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(3) スタータ・カット・リレー系統異常(図ー33)

ST・CUT.RLY1CL-
A22 

-L-
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』

-
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-
礼一-
-

〒
E
-
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-
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r
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s-A 

スタータ・
カット・
リレー 1

スタータ・
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図-33 スタータ・カット・リレー系統

付)症状(図ー34)

エンジン警告灯消灯(DTC: P16F3， Hondaコード:16F3)，スタータ・システム警告灯(澄)点灯，エンジ

ン始動しない(クランキングしない)。

図-34 スタータ・システム警告灯

(口) 原因説明

スタ}タ・カ ット・リレ-1回路のスタータ・カッ ト・リレー内部断続により， ENGINE. ST ART . STOP 

スイッチONモードのときST. CUT . RLY1CL の電圧がLoの電圧を検知したため異常判定を行い，

DTCを記憶する。
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川 点検方法

〈外部診断器を使用する場合)(図-35)

DTC 

P16F3 

故障系統

スタ←タ ・ カット ・リレ~l

故障診断検知項目

スタ ←タ・カット ・リレ←1電圧低い

翌三日 ここでは，スタータ ・カット・ l}レーl回路の故障診断を説明する。

DTC Pl6F3 

(a)エンジン始動確認
NG 

イ ステップωへ進む

OK 

(b)再現テスト
l故障再現せず

~ 一過性故障

故障再現

ω…且…作|曲
の短絡点倹 | 

J ECUプログラム又は
lECUの不良

NG r ST・C肝・RLY1CL・ライン

巴竺

(d)故障留位の切り分け(ECU. ECU 作Uプ的ム又は
そのほかの系船 ECUの不良

(e)スタータ・カット・リレー1 NG スタータ・カット・リレー1
の断織点検 '也E

OK 

のS同 UT.RLY1C日イン |OK
の断観点倹

ー!S川町 RL引 CLーライン
の断線

「
NG 

tω ヒューズの点検 NG ベIGl・ACG7インの短絡

OK 

帥 IG1.ACG'ω即曾T ー|ヒューズ・ボックス

NG ペIGl・ACGラインの断鎗

(i)修理後の点検
NG 

ー!ステップ(a)へ進む

図-35 点検フロー
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(a) 工ンジン始動確認

①エンジンを始動する0

.エンジンは始動したか

YES:ステップ(b)へ進む

NO ステップ(d)へ進む

(b) 再現テスト

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモ}ドにする。

③外部診断器でDTCをクリアする。

④DTCメニュー内のテンポラリ DTC又はDTCをHDSで確認する。

DTC名称

P16F3スタータ ・カッ ト・リ レ←1電圧低い

。DTC: P16F3は表示されているか
YES:ステッフ。(c)へ進む

NO :ECUとスタータ・カ ット・リレー l回路の一時的な接続不良

(c) ST・CUT.RLY1CLーラインの短絡点検(図ー36，37) 

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにす

る。

②DLCタ}ミナル・ボックスでSCSショート (No.4と

NO.9端子短絡)も実行する。

③以下のカブラの接続を外す。

ECUカブラA(44P) 

④リレー・ボックスからスタ}タ・ カッ ト・リレー lを取

り外す。

⑤OFFモードの状態で，表の端子聞の抵抗を測定する。 図-36 ST' CUT' RL Y1 CLーラインの短絡点検①

信号名称

ST . CUT. RLYICL一

(GND) 

カブラ名称

ECUカブラA(44P) 

ボデ)・ア←ス

端子(色)

NO.22 (澄)

ECUカブラA(“P)

メス暢子の晴子侃l

図-37 ST. CUT . RL Y1 CLーラインの短絡点検②
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。1.0MQ以上か
YES:ST.CUT.RLY1CL ラインは正常， ECUの交換を行い， (i)修理後の点検へ進む

NO : ECU(A22端子)とスタ}タ・カット・リレ-1間コードの短絡を修理後， (i)11彦理後の点検へ進む

(d) 故障部位の切り分け(ECU，そのほかの系統)(図-38)

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②DLCタ}ミナル・ボックスでSCSショート (No.4とNO.9端子短絡)を実行する。

③以下のカブラの接続を外す。

ECUカブラA(44P) 

④ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをONモードにする。

⑤セレクト・レバーをP又はNポジションにする。

⑤ONモードの状態で，表の端子聞の電圧を測定する。

信号名称 | カブラ名称 端子(色)

ST . CUT' RLYICL一 I ECUカブラ A(44P) No.22 (桂)

(GND) Iボデー・ アース

ECU力プラA(44P)

メス嶋子の嫡子側

図-38 故障部位の切り分け

。バッテリ電圧か

YES: ECUのア ップデート又は交換を行い，(i)修理後の点検へ進む

NO ステップ(e)へ進む

(e) スタータ・カット・リレー 1の断線点検(図ー39，40) 

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにす

る。

②リレー・ボックスからスタータ・カ ット・リレーlを取

り外す。
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図-39 ST. CUT. RL Y1 CLーラインの断線点検



③リレーの点検を行う。

④NO.1とNO.2端子聞に導通がないこと。

⑥NO.3とNo.4端子聞に導通があること。

-E団..  :1・・

①NO.3とNo.4端子聞にバッテリ電圧を与えたとき にNO.1とNO.2端子聞に導通があること。

図-40 リレ一点検

.正常か

YES:スタータ・カ ット・リレーlは正常，ステップ(f)へ進む

NO スタータ・カ ット・リレー lを交換後， (i勝理後の」点検へ進む

(1) ST・CUT・RLY1CLーラインの断線点検(図ー41)

2 3(+) 

4(ー}

①ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチをONモ}ドにする。 スタータ・カット・りレー14Pソケット

②ONモードの状態で，表の端子聞の電圧を測定する。

信号名称

IG1' ACG 

(GND) 

カブラ名称

スタータ・カ ット・リレー 14P
ソケット (リレー・ボックス)

ボデ←・ア」ス

。バッテリ電圧か

端子(色)

No.3(緑)

(リレー.71(ックス}

メス晴子の陽子側

図-41 ST' CUT. RLY1CLーラインの断線点検

YES: IG1 . ACGラインは正常， ECU(A22端子)とスタ}タ・カ ット・リレ-1間コードの断線を修理後，

(i }fl彦理後の点検へ進む

NO ステッフ。(g)へ進む

(g) ヒューズの点検(図-42) 

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにす

る。

②以下のヒューズを点検する。

ヒユ}ズ NO.B32(7.5A) 

ロケーション:ヒューズ-ボックス

.正常か

YES:ステップ(h)へ進む

NO : NO.B32 (7.5A)ヒューズを交換し， ENGINE・

33 

図-42 ヒューズの点検



-温量圏'

START. STOPスイ ッチをONモードにし，OFFモードにする。

NO.B32 (7.5A)ヒューズが再度溶断した場合は，NO.B32 (7.5A)ヒューズ回路の短絡を修理後，

NO.B32 (7.5A)ヒューズを交換し (i}1l彦理後の点検へ進む

(h) IG1・ACGラインの断線点検(図-43， 44， 45) 

①以下のカブラの接続を外す。

ヒューズ ・ボックスCカブラ(10P)

②表の端子聞をジャンパ ・ワイヤで短絡させる。

信号名称、 カブラ名称

スタータ ・カット ・リレー14P
ソケット(リレ←・ ボックス)

ボデー ・アース

端子(色)

No.3(緑)

Cカブラ

称
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カプラ名称 | 端子

ヒューズ・ボックスCカブラ (lOP)I NO.9 (緑)
ボデー・アース

③OFFモードの状態で， 表の端子聞の導通を確認する。

IGl. ACG 

(GND) 

図-43 ヒューズ・ボックスCカブラ

ヒューズ・ポックスCカブラ(1OP) スタータ・カット・りνー14Pソケvト
{リレー・ボックス}

メス晴子のコード側 メス舗予の精子側

図-44 IG1・ACGラインの断線点検①

.導通があるか

YES: IGl・ACGラインは正常， ヒューズ ・ボックスを交換後， (i}11彦理後の点検へ進む

NO ヒューズ ・ボックスとスタータ ・カッ ト・リレーl間コードの断線を修理後，(i)修理後の点検へ進む

図-45 IG1・ACGラインの断線点検②

(i)修理後の点検

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②すべてのカブラを再接続する。

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにする。

④外部診断器でPGM-FI.ECUをリセットする。

⑤アイドリ ングの学習を行う。

⑤DTCメニュー内のテンポラリ DTC又はDTCを外部診断器で確認する。

DTC名称

P16F3スタータ ・カッ ト・ 1)レ←1電圧低い

+DTC: P16F3は表示されているか
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YES: ECUとスタータ・カット・リレーI回路カブラの接続不良を点検し，ステップ(b)に戻り再診断を行

つ

NO 故障診断完了

DTC : P16F3 j，J、外のテンポラリ DTC又はDTCが表示された場合は，表示されたDTCの故障診断を

行う

〈外部診断器を使用しない場合>(図-46)

DTC I 故障系統

Ho吋♀コ」ド 16F3 I スタ」タ・カット・ 1) レ~l

故障診断検知項目

スタ」夕・カット・ 1) レ~l電圧低い

曹
司
，
i

図-46 DTCメータ表示

車載式故障診断装置を使用しない点検は，下記に示すi(b)再現テスト」及びi(i)!修理後の点検」作業でDTCの

確認及ぴクリア方法が外部診断器とは異なるが，故障診断方法は外部診断器を使用した方法と同様である。

(b) 再現テスト

①ENGINE. ST ART . STOPスイッチをOFFモードにして，室内ヒューズ・ボックス内の1B21(lOA) Jヒュー

ズを10秒以上外してDTCのクリアを行う。

②1B21 (lOA) Jヒューズを取り付ける。

③ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにする。

④DLCターミナル・ボックスでSCSショート (No.4とNo.9端子短絡)を実行してDTCを確認する0

+DTC: Hondaコード 16F3を表示するか

YES:ステップ(c)へ進む

NO : ECU とスター タ・カット・リレ~ 1 回路の一時的な接続不良

(i) 修理後の点検

①ENGINE . ST ART . STOPスイッチをOFFモードにする。

②すべてのカブラを再接続する。

③室内ヒューズ・ボックス内のiB21(10A) Jヒューズを10秒以上外してDTCのクリアを行う。

④1B21 (lOA) Jヒューズを取り付ける。

⑤ENGINE . ST ART . STOPスイッチをONモードにする。

①DLCターミナル・ボックスでSCS回路(No.4とNo.9端子)を短絡してDTCを確認する0

+DTC: Hondaコード16F3を表示するか

YES: ECUとスタータ・カット・リレー1回路の接続不良を点検し，ステップ(b)に戻り再診断を行う。

NO 故障診断完了

DTC: Hondaコード16F3以外のDTCが表示された場合は，表示されたDTCの故障診断を行う。

F
h
υ
 

内
〈
U



-E団..  :1・・

参考

1) システム図

パッテリ A.C.ジzネレータ
(B鏑子}

G201 

鳳

白

ム
育

+J一貧て守
Gl 

PGM-FI ECU 

言II .J 
ずー膏

瓦-

自

-7 叩「寸

げ
一
一尚

一

一

刷
一
問
#

一

ト
一M
↓
一

-7

恒'
M
F十』
官

緑

A22 

STαJTRLYl CL-
Al 

ST Cl1T RL Y2 CL-

よ「
No.B26 (7.5A)炉一一 空
ヒューズ

A30 

FAN 
CONTROι 

A6 

A/C MG CLl1TCH 
RLY CL-

......一一 :そのほかの通信練

リレー・ボックス

No.A 1 8 (7 .5A) 

NO.Al0(10A) 

スタータ・カヲト・
リレー1

lL:;コ~-，竺E
I -I -I I I 

~~廿4 匝-t- It
一 白一一一一」

白11国
3匹、b
スタータ

糧

費

No.A14(10A) 

銚

No.A17 (ωA) 

空

若.

コンブレッサ・
クラッチ

36 



て-
L 

5V 

H二
よ-

N回路へl‘一一白
|‘ーーーー・赤

傘、 銀-E

口村率二

A15 

SCS 
A7 

STS 

'ーー・---: CANライン

-E団..  :1・・

什 プッシュスタート | 
システム・モジュール

LAFセンサ・リレー

問吋国]
No.B2(鈎A)

No.B狸旦 PGM-FIメイン・リレー1

No.B21 (1可園E
トー DBWリレー

a ‘ F 
陥一B'』24A 〈1 DA〉

匝I.5-一
灰 27

ー白 17

-養三E

.~ 

2 

21  
トー

画 10 陥 B15【15A)

4 No.BI9叩(15-AJ 

3 

L 

No.B32 (7.5A) 

」

陥 .B7(10，刈

一No.B16一(7.5A) F CAN-L F CAN-H 
V 

IGl RLY(+) 

S-GND 

ト一一一
MICU 

ST 悶~Q

一 -b-3」STARTSTOP 赤
スイッチ

赤

月''
円
く

u



DC-DCコンI~ータ

-E団..  :1・・

Y 
85 町

DCIDCaJT2 

サプ・ヒューズ/リレー・ボックス

No.C3(1SA) 

IC1 
υレー1

鳳よ-

W '叩種→?
12Pカブラ ._. 

π 姐 A2

守 .膏 li---ti
~? . . . .... 宵 ・ : L'.. LIN 

N 宣言明プラ

|Aふジェネレータ |

• 

印刷:立国
陥.C4(10.刈

自

空

黒
1
4

一-m
V
|
橿

マ
|
膏

;立国主よ

リレー・ホルダA
灰

育

魯

育

日園孟:+ 
2Pカプラ
子一橿

貧

「一一一一空

カブラ '寸一l

23p i フュ-I)レポンプ

カブラτー空~属ーュ

l
-ム
〉

38 

.・そのほかの通信事由
口:フロント・フォグ・ライト非醤備車



-E団..  :1・・

TDCセンサ

マ
日:吋

ジ予言クシヨ;三子」

4 
L
L
K
L
L
J
 

……一
回
国
国

司国
E9 

INJl 

Y 
生123P;b7'ラ

El0 

INJ2 

El1 
INJ3 

黄

緑
E伺

TDCAM 

~~: 
クランク・センサ

Gl0l 

回
茶ー
マ

ーーーーーーー .シールド歯車

39 



-E団..  :1・・

5V 

スロットル開度センサ Gl0l 

賞
THLl 

1，国育

ーー

空
MTRl 

集

;f口
γムヤ

育

赤

緑

空

白

E24 

EOPSTS 

E45 

EOPSIG 

膏 EOPSTS 

貧 EOPSIG 

アクセル・ペダル・
ポジション・センサ 工乍ぷイルン

Gl0l 

40 



エ/'(ポレータ・
センサ

[gJ宣 貧

マスタ・パヲー
負圧センサ

ブレーキ・
スイッチ

EPSコントロール・
ユヱット

.Rパワー・スライド・
ドア・コントロ-Jレ・
ユニット副
.L.パワー・スライド・
ドア・ヨントロール・
ユニットm
-オーディオ・ユニット
接続周カプラ

4 了
橿

※1 :両側パワー・スライド・ドア重量傭.. 
※2: L.パワー・スライド・ドア叢備車

一一一一一一一 :CANライン

z了
赤

G101 

-E団..  :1・・

藁

育

灰

担一一一___.A/cプレッシャ・スイッチ

育一一一一-01IIIIMICU 

育

橿

鳳

鳳

灰

茶

茶

町一チベM
M

ト:ゴ自
SOLV. 

G101 

可
a
i

A
せ



-E団..  :1・・

シフト・ポジション・センサ

日肘許|

日嗣許|

日嗣許|

E30 

白

育

書量

黒ーユ
Gl0l 

シフト・ロック・』 ー
ツレノイド v 同

A37 :王国

7 
:王国

データ・ IL・白一一ーー+1
リンク・ I u fF-CAN回路へ114 _ ~ 1 
カプラ I ~"_ -務ーーーー-.... 惨|

7 膏一一一一--砂降LlNE回路へ

:王国

:=[国

G401 G403 

ヮ“Aせ



2) ECU電圧値一覧

Aカプラ(44P)

端子No.
ハーネス

端子名
'色

ST CUT RLY2 
i主
CL 

2※1 育
LIN(BATT 
SENSOR) 

3 若葉
FUEL PUMP 
RLYCL 

4※5 白 PADDLE SW UP 

5 茶 LAF RLY CL 

A/CMG 
6 若葉 CLUTCH RLY 

CL 

7 緑 STS 

8 赤 STOP SW 

9 青 VCC4 

10 赤 TEVA 

11 黄 TW2 SENSOR 

12 緑 ELD 

13 未使用 未使用

14 澄 ACS 

-E団..  :1・・

メス噛子の端子側

名称 内容 信 号

スタ←タ ・カット スタータ ・カ ット・
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

-リレ←2 リレー2の駆動
ONモー P'時:バッテリ電圧
スタ←タ回転時:約OV

LIN通信信号
LIN通信信号の入出 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

力 ONモ-P'時:パルス信号

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
フューエル・ ポン PGM-FIメイン・ ONモード後. 2秒間:約OV
プ・リレー リレー2の駆動 2秒後 :バッテリ電圧

ヱンジン回転時:約OV

ノTドル ・シフト ・
ノTドル ・シフト ・ス パドル・シフト・スイッチ+(シフト・

スイッチ+
イッチ +(シフト ・ アップ)を押したとき:約OV
アップ)信号の検出 スイ ッチを離したとき:バッテリ電圧

PGM-FIサブ ・ LAFセンサ・ 1)レ← ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
1)レ← の駆動 ONぞ-P'時:約OV

A/Cコンブレッ A/Cコンプレッサ ・ . A/CコンプレッサON時:約OV
サ・クラッチ・リ クラッチ ・リ レーの .A/CコンブレッサOFF時 .バッテ1)
レ← 駆動 電庄

スタ ータ ・シグナ
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

スタータ信号 ONモード時:約OV
7レ

スタ←タ回転時:バッテリ電圧

ブレーキ ・スイッ ブレーキング中であ
通常:約OV

チ ることの検出
ブレーキ ・ペダルを踏んだとき :パッテ

リ電圧

センサ出力電圧
センサ用の電圧の出 ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

力 ONモード時:約5.0V

ょこパポレータ ・セ エパポレータ温度の
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONぞ←ド時(エパポレ」タ温度に応じ

ンサ 検出
て変化):約O.l~4.8V 

ラジエータ水温セ
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

水温の検出 ONモード時(冷却水温に応じて変化): 
ンサ

最古0.1~4.8V 

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
ELD 電気負荷の検出 ONモード時(電気負荷に応 じて変化): 

全り 0.1 ~ 4.8V

未使用

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

A/Cプレッシャ ・
ONモード時:

スイ ッチ・ シグナ
A/Cプレッシャ ・ス . A/Cプレッシャ ・スイッチON時:

イッチ信号の検出 約OV
lレ

. A/Cプレッシャ ・スイッチOFF時:
バッテリ電圧
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端子No. ハネス 端子名 名称 内容
色

号

デ タ・リンク・カ

15 黄 SCS 
サーピス ・チェツ プラのSCS端子の 短絡時:約OV
ク・シグナル 信号 (不良DTCを 開放時:約5.0V

表示させる信号)

16※1 緑 CTS 
コンノて 夕・スタ DC-DCコンノTータ ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
ト・ トリガ の駆動 ONモード時:バッテリ電圧

シフト・ ポジショ
ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

17 キ登 ATP-R 
ATPRスイ ッチ・

ン・センサのRポジ ONモー P'時:
シグナル

ション信号の検出
.Rポジション時:約OV
.Rポジション時以外:バッテリ電圧

アクセル ・ペダ
ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

18 赤 APS1 ル・ポジション・
アクセル ・ペダルの ONモ-P'時:

センサl
踏み込み量の検出 アクセル・ペダル全開時:約4.7V

アクセル・ペダル全閉時:約1.0V

19 青 NEP エンジン回転信号
エンジン回転信号の

ヱンジン回転時:パルス信号
出力

20 キ登 VSP 車速センサ信号
車速センサ信号の出

走行時(車速に応じて変化):パルス信号
カ

アク セ ル・ ペダ
アクセル ・ペダルの

21 白 APS2 ル・ポジション・
アクセル ・ペダル全開時:約2.4V

センサ2 踏み込み量の検出 アクセル ・ペダル全閉時:約0.5V

22 澄
ST OUT スタータ ・カット・ スタータ ・カ ット・

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

RLYlCL リレーl リレーlの駆動
ONモー P'時:ノTッテリ電圧
スタ タ回転時:約OV

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

23 青 S-NET 
イぞピライザ用シ イモピライザ用シリ ONモ) 下時:パルス信号
リアル通信 アル通信信号の出力 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

OFFモード時:約0 5.0V 

24 クニZ也二 VCC5 センサ出力電圧
センサ用の電圧の出 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
力 ONモ ド時:約5.0V

シフト ・ポジショ
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

25 赤 ATP-P ATPPスイッチ・
ン・センサのPポジ

ONモー ド時:
シグナル

ション信号の検出
.pポジション時 φ 約OV
.pポジション時以外:バッテリ電圧

アイドル ・ス トッ ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

26※1 澄 BKSWNC プ・ スイッチ ブレーキング中であ ONモード時，ブレーキ・ ペダルを踏み
(ノ←マル・クロー ることの検出 込んでいないとき :ノTッテリ電圧

ズ〉 ブレ キ・ ペダルを踏んだ、とき :約OV

ブレ キ -スイッ ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

26※4 経 BKSWNC チ ブレ←キング中であ ONぞ←ド時，ブレ←キ・ペダルを踏み
(ノ←マル・クロー ることの検出 込んでいないとさ :ノてッテリ電圧

ズ) ブレーキ・ペダルを踏んだとき:約OV

27 青 IG1 FUEL PUMP イグニション信号 イグーション・ス
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

イッチ電源 ONモ ド時:バッテリ電圧

28 未使用 未使用 未使用

29 灰 DBW RLY CL DBWリレー DBWリレーの駆動
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモ 戸時:約OV

30 相色 FAN CONTROL 
ファン ・コ ント ラジエ←タ・ファン

ラジエータ ・ファ ンON時:約OV

ロール • 1)レーの駆動
ラジニータ ・ファ ンOFF時:バッ テリ
電圧

マスタ・パワー負圧
ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

31 育 VAC1 
マスタ ・パワー・ の検出(マスタ ・パ

ONモ-P'時(残圧に応 じて変化): 

モニタ ワー負圧センサ信
約1.6~3.4V 

号)
アイ ドリ ング時(エンジン回転速度に応

じて変化):約1.6V
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端子No.
ハーネス

端子名 名称 内容 号
色

32 灰 SG6 センサ・グラ ンド センサ用のアース

33※1 茶 VCC6 センサ出力電圧
センサ用の電圧の出 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

カ ON ぞ~ P'時:約5.0V

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

34 黄
FI MAIN RLY PGM -FIメイ PGM-FIメイン・ ONモード時.i約OV

CL一 ン・リレーl リレーlの駆動 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

OFFモー P'時:バッテリ電圧

35 キ登
FI MAINRLY PGM -FI. ECU PGM-FI. ECU制 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

OUT メイン電源 御回路電源 ONモード時:バッテリ電圧

36 緑 SG4 センサ・グランド 七ンサ用のア←ス

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

37 育
SHIFT LOCK シフト ・ロック ・ シフ ト・ロ ック ・ソ ONモード， Pポジション，ブレーキ ・

SOL ソレノイド レノイドの駆動 ペダルを踏み込み，アクセル・ペダルを

踏み込んでいないとき φ 約OV

38 白 DBW RLY OUT 
DBW用イグニショ イグニション ・ス ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

ン電源 イッチ電源の検出 ONモー ド時:バッテリ電圧

スタ ータ・ カッ ト・ ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

39 緑 STRLD STRLD リレ~ ON/OFFの ON ぞ~ P'時:約2.5V

検出 スタータ回転時:ノTッテリ電圧

40 若葉 SG5 センサ・グラ ンド センサ用のアース

41 白 FCAN-H 
F-CAN通信信 F-CAN通信信号 ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

号(HIGH) (HIGH)の送受信 ON モ~ P'時:パルス信号

42 赤 F CAN-L 
F-CAN通信信 F-CAN通信信号 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

号(LOW) (LOW)の送受信 ONモード時:パルス信号

PADDLE S羽「 J~ FJレ・シフト・
ノTドル ・シフト・ ス パ P'ル・シフト・スイッチー(シフト・

43※5 灰
DOWN  スイッチ

イッチ ー(シ フト・ ダウン)を押したとき.約OV

ダウン)信号の検出 スイッチを離したとき:バッテリ電圧

CVT電動オイル
CVT電動オイル ・

通常:バッテリ電圧44※l 黄 EOP RLY CL 
-ポンプ ・リ レ←

ポンプ ・リレ」の!~
ヱンジン回転時:約OV

動

Eカブラ(60P)

メス端子の晴子側

端子No.
ハーネス

端子名 名称 内容 イ言 号
'色

DBW用パワー ・
PGM-FI.ECU 

黒 PG1 
グランド

(DBW)制御回路の

アース

2 黒 PG1 J~ワ← ・ グランド
PGM← FI.ECU制

御回路のア←ス

3 灰 PG2 ノてワー・グラ ンド
PGM-FI' ECU制

御回路のアース

F
h
d
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端子No.
ハーネス

端子名 名称 内容 号
色

4 茶 LG1 
ロジック・グラン PGM-FI. ECU制

ド 御回路のアース

5 茶 LG1 
ロジック・グラン PGM-FI. ECU制

ド 御回路のア←ス

6 黒 SG7 センサ・グランド センサ用のアース

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

7 白 KS ノック・センサ ノッキングの検出 ON モ~ P'時:約2.5V

ノッキング発生時:パルス信号

セカンダリ 02-1士
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

8 貧 S02HT ンサ・ピ」夕・コ
セカンダ 1)O2セン ON モ~ P'時:ノてッテリ電圧

サ・ヒ←タの駆動 完全暖機後アイドリング時:デユ←ティ
ントロ←ル

制御

9 紫 INJ1 
No.1フューエル ・ No.1フューエル・

インジェクタ インジェクタの駆動

No.2ブユ←ヱル・ No.2フュ」エル・
ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

10 赤 INJ2 
インジェクタ インジェクタの駆動

ONモード時:バッテリ電圧

エンジン回転時:デューティ制御

11 クニZ也二 INJ3 
No.3フューエル・ No.3フューエル・

インジェクタ インジェクタの駆動

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

12 薄茶 AFHT 
LAFセンサ・ヒー LAFセンサ・ヒー ONモード時:バッテリ電圧
タ・コントロ」ル タの駆動 完全暖機後アイドリング時:デ、ユ←ティ

制御

13 空 MTR1 
スロットル ・アク スロットル ・ア ク ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

チュエーター チュエータの駆動 ONモード時:バッテリ電圧

14 紫 MTR2 
スロットル・アク スロ ッ トル・アク ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
チュヱ←夕十 チュエ←タの駆動 ON モ~ P'時:ノてッテリ電圧

15 緑 SG3 センサ・グランド センサ用のアース

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

16 若葉 THL2 
スロットル開度七 スロットル・バルブ ONモード時:

ンサ2 の開度の検出 -スロットル ・パルプ全開時約4.1V

-スロットル ・パルプ全閉時:約1.7V

P2リリーフ・パ P21)リ←ブ・パル ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
17※3 赤 ABV ルブ・コントロ← ブ・コントロ」ル ON ぞ~ P'時:約OV

ルSOL.V. SOL.V.の駆動 過給圧制御時:デューティ制御

18 青 VCC3 センサ出力電圧
センサ用の電圧の出 ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

力 ON モ~ P'時:約5.0V

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

19 黄 THL1 
スロットル開度セ スロットル ・パルプ ONモード時:

ンサl の開度の検出 -スロットル ・パルプ全開時:約3.9V

-スロ ットル・パルプ全閉時:約0.9V

トランスミ ッショ トランスミッション ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
20※1 空 TATF ン・ブルード温度 -ブルード温度の検 ONモード時(トランスミ ッション・フ

センサ 出 yレ」ド温度に応じて変化):約 0.2~4.8V

21 未使用 未使用 未使用

ドリブン・プーリ ドリブン・プーリ油
ドリブン・プーリ油圧:

22※1 白 PDN 
油圧センサ 圧センサ信号の検出

.0MPa時:約0.5V

.2MPa時:約4.5V

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

ATPRVSスイッ
シフト ・ポジショ ONモード時:

23 相色 ATP-RVS 
チ・シグナル

ン・センサの RVS . RVS(R)ポジション時:約OV

信号の検出 . RVS (R)ポジション時以外:バッ テリ

電圧

24※1 育 EOPSTS 
CVT電動オイル CVT電動オイル・ CVT電動オイル・ポンプ作動時:パル

-ポンプ ポンプ信号 ス信号

46 
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端子No. ハーネス 端子名 名称 内容 号
色

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

ATPFWDスイッ シフト・ポジシ ョ
ONモード時:

25 青 ATP-FWD 
チ・シグナル

ン ・センサのFWD . FWD (D. S. L)ポジション時:約OV
信号の検出 . FWD (D， s. L)ポジション時以外:

バッテリ電圧

A.C.ジェネ レー A.C.ジェネレータ
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

26※2 青 ACGL 
タL の発電電圧の監視

ONモ-P'時:約OV
エンジン回転時:バッテリ電圧

オイル ・プ レッ
オイル・プレッシャ

27 薄茶 OIL PRESS SW 
シャ ・スイッチ

-スイッチ信号の検 ヱンジン回転時:バッテリ電圧

出

28 白 S02 
セカ ンダリ O2七 排気ガス中の酸素濃 完全暖機後，アイドリング時:約 0.2 ~

ンサ 度の検出 2.0V 

ウエス ト・ ゲ ー ウエスド・ ゲート・ ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
29※3 クニZ包二 明TGS ト・コントロ」ル コントロ ールSOL. ONモー P'時:バッテリ電圧

SOL.V. V.の駆動 過給圧制御時:デューティ制御

ドリブン・プー ドリ ブン・プ←リ・
ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

30 青 VELDD リ・スピ」ド・七 スピ←P'.センサ信
ONモード時:約OV又は約5.0V

ンサ 号の検出

31 未使用 未使用 未使用

ドライブ・ プー ドライブ・ プーリ・ ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
32 若葉 DRLS リ・コントロール コントロールSOL. ONぞ-P'時:デュ←ティ制御

SOL.V. V.の駆動

クラッチ ・プレッ クラッチ ・プ レッ ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
33 青 CPCLS シャ ・コントロー シャ ・コントロール

7レSOL.V. SOL.V.の駆動
ONモ-P'時:デユ←ティ制御

ドリ ブン ・プー ドリブン ・プーリ・
ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ

34 紫 DNLS リ・コントロ-}レ コントロ -}レSOL. ONモード時:、デューティ 制御
SOL.V. V.の駆動

ロックアップ・ク ロックアップ ・ク
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

35 白 LCCLS ラ ッチ・コン ト ラッチ・コ ントロー

ロ←ルSOL.V. 1レSOL.V.の駆動
ONモー ド時:テ、ューティ制御

ノTージ ・コント パージ・コントロー
エンジン回転時:

36 黄 PCS 
ロ←ルSOL.V. ルSOL.V.の駆動 -冷却水温650C未満:バッテリ電圧

-冷却水温650C以上:デューティ制御

37 空 AFV LAFセンサ側
排気ガス中の酸素濃

アイ ドリ ング時.i約1.8V
度の検出

38 赤 AFC LAFセンサ+側 排気ガス中の酸素濃 アイドリング時:約2.2V
度の検出

A.C.ジェ ネ レ←
A.C.ジェネ レ←タ

39※2 緑 ACGC の発電電圧の切り換 完全暖機後，エンジン回転時:約5.0V
タ ・コントロール

え

40※2 赤 ACGF 
A.C.ジェネレ← A.C.ジェネレ←タ 完全暖機後，エンジン回転時(電気負荷
タFR の発電量の検出 量に応じて変化):約 2.6~4.3V

41 未使用 未使用 未使用

トルク・コンパー
トルク・コンパー

42 桃 NT タ ・夕←ビン・ ス
タ・タービ ン ・ス ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

ピー ド・センサ
ピ←ド ・センサ信号 ONモ-P'時:約OV又は約5.0V
の検出

ドライブ・プ← ヤライブ・プ」リ・
ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

43 赤 NDR リ・スピード・セ スピード・ センサ信
ONモー ド時:約OV又は約5V

ンサ 号

NO.1イグニショ
NO.1シリン ダのイ ENGINE . ST ART . STOPスイッチ

44 相色 IGN COIL 1 グニション信号の検 ONモード時.i約OV
ン ・ ノ~}レス

出 エンジン回転時:パルス信号

月''
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端子No. ハーネス 端子名 名称
色

45※l 黄 EOPSIG 
CVT電動オイル
-ポンプ

46 桃 VCC1 センサ出力電圧

47 赤 ATP-N ATPNスイッチ・
シグナル

48 桃 ATP-D ATPDスイッチ・
シグナル

49※5 白 ATP-S 
ATPSスイッチ・
シグナル

49※6 白 ATP-S 
ATPLスイッチ・
シグナル

50 クニZ包二 CRKN クランク・センサ

51 相も TW 水温センサ

52 緑 SG2 センサ ・グランド

53 赤 VCC2 センサ出力電圧

54 赤 PB 吸気圧力センサ

55 緑 TA 吸気温度セ ンサ

56 灰 VTC VTC油圧パルプ

57 育 SG1 センサ・グランド

58 青 IGN COIL 3 
No.3イグニショ
ン・パルス

No.2イグニショ
59 緑 IGN COIL 2 

ン・パルス

60 緑 TDCAM TDCセンサ

※1 :オート・アイ ドル ・ストップ ・システム装備車
※2:オート・アイドル・ストップ・システム非装備車
※ 3: :タ」ボ・チャ←ジャ装備車

※ 4: クルーズ・コントロ~}レ装備車

※5:パドル・シフト・スイッチ装備車

※6:パドル・シフト・スイッチ非装備車

内容

CVT電動オイル・
ポンプの駆動

センサ用の電庄の出

カ

シフト ・ポジショ

ン・七ンサのNポ
ジショミノ信号の検出

シフト ・ポジショ

ン ・七ンサのDポ
ジション信号の検出

シフド ・ポジショ

ン ・七ンサのSポジ
ション信号の検出

シフト・ポジショ

ン・センサのLポジ
ション信号の検出

クラ ンク位置及びニ

ンジン回転速度の検

出

水温の検出

センサ用のアース

センサ用の電圧の出

力

吸気圧力の検出

吸気温度の検出

VTC油圧パルプの
駆動

センサ用のアース

No.3シリ ンダのイグ
ニション信号の出力

No.2シリンダのイグ
ニション信号の出力

上死点位置の検出

48 

号

CVT電動オイル・ポンプ作動時:デュー
ティ制御

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
ON ぞ~ P'時:約5.0V

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモード時:
.Nポジション時:約OV
.Nポジション時以外:バッ テリ電圧

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモード時:
.Dポジション時:約OV
.Dポジション時以外:バッテリ電圧

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモード時:
.Sポジショ ン時:約OV
.Sポジション時以外:バッテリ電圧

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ON ぞ~ P'時:
.Lポジション時 φ 約OV
.Lポジション時以外:約5.0V

エンジン回転時:パルス信号

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモード時(冷却水温に応じて変化): 
約0.1~4.8V 

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモード時:約5.0V

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモード時:約2.9V
アイドリング時(エンジン回転速度に応

じて変化):約1.4V

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
ONモード時(吸気温度に応じて変化): 
最り 0.1~4.8V

ENGINE . ST ART . STOPスイッチ
ONモード時:約OV

ENGINE . ST ART . STOPスイ ッチ
ONモード時.i約OV
エンジン回転時:パルス信号

ヱンジン回転時:パルス信号
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